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2015年 6月 9日/ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾘﾝｸ･ｾﾝﾀｰ I棟 1階コンテンツスタジオ 

2015年度第 1回アカデミック・リンク・セミナー/情報セキュリティ研修会 

「教育の ICT化と情報セキュリティ」参加者アンケート参加者アンケート集計結果 

当日参加者数： 58 名    アンケ－ト提出数： 51件 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 千葉大学アカデミック・リンク・センターでは、「生涯学び続ける基礎的な能力」「知識活用能力」を持つ『考える学生』を育成

することを目的とし、デジタル時代における大学の学習教育環境の改革に取り組んでいきます。今後の活動のために、本日のセミ

ナーに参加されたご意見・ご感想をお寄せください。 
 
１．本日のセミナーで、よくわかったこと、新しい発見などがあればお書きください。 

・全体的にわかりやすかった。特に近年話題になった脅威に関する具体的な話は興味深かった。 
・ほとんど新情報。 
・最近のサイバー攻撃の特性、対応について様々な事例を用いて説明頂き理解できました。また、政府として

の取り組みについてよくわかりました。 
・大学という組織でありがちなミス・リスクについての知見が得られた。 
・いかに簡単に攻撃をうけてしまうか、ということがよくわかりました。 
・世間を騒がせている事件がどういうものか、イメージできました。 
・近年話題になった脅威の各事例。 
・具体的な脅威について、多くの事例を使って説明があったため、各個人が、情報セキュリティに対して関心

を持たなければいけないと思った。 
・普段使用している複合機の情報や、グーグルのサービスのやりとりが外部から簡単に見られてしまうことが

わかり参考になった。 
・自分が何気なく行っていることが、ウィルス感染などにつながるということは、あまり意識していなかった

ため、すごく気が引き締まりました。 
・メールの添付ファイルにウィルスが潜んでいると知りとても驚きました。 
・様々なタイプのセキュリティ脅威の実例を学ぶことができ、興味深かった。 
・情報セキュリティについては、全員の意識を高めなければならない。 
・インシデントが起こる経緯について知ることができました。 
・Rat感染のデモも興味深かったです。 
・ウィルス感染時の画面を初めて見ることができ、大変参考になりました。 
・標的型メール攻撃では、ウィルス対策ソフトが未対応であることが多いということ。 
・特に新しい話はなかった。 
・最近のインシデントを例にとった説明があり、わかりやすかった。 
・情報の取扱いについては、自分が疎かったということに気づかされました。 
・引き続き気を引き締めてセキュリティを考える。 
・情報セキュリティに対する責任。 
・情報流出の危険性・損害。 
・実際のウィルスに感染したら、という実演が、興味深かった。頭の中では分かっていても、甘く考えていた

部分があったので、今後厳重にしていきたい。 
・攻撃・漏えい事例 
・実際に攻撃を受けるとどうなるかわかった。 

次頁に続く 
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２．本日のセミナーで、よくわからなかったこと、疑問に残ったことがあればお書きください。 

・国際教養学部の授業形態 
・これだけ関係機関において発生しているインシデントに対して、国としての政策（予算を設ける、あるいは、

学長等の執行部に対し、強く要請する等）が弱い点が気になりました。大学の自主性に任せているのかもし

れませんが、こういう案件については、統制を強めて頂きたいです。 
・著作権処理の実際について（別セミナーではあるとは思うが）本の引用をしたいがためにすべてを ICT 化で

きていないが、どこまでがセーフなのか、パンフレット等にしてほしい。 
・教材開発時の著作権についての留意点について、もっと詳しく説明していただきたかった。 
・電子教育コンテンツの具体的な作り方、運用方法。 
・面倒、時間がかかるという困難への支援がうすいと感じる。一人一人の責任であることはわかるが、急激な

変化についていくのは大変。 
・プライバシーの問題：プライバシーは重要であるが、一方で経産省の方でビッグデータと AI(人工知能)を組

み合わせたCyber Physical Systemを推進している。どのようなバランスでプライバシーと利便性を追求し

ていくのかを知りたいです。 
・サイバー攻撃（標的型攻撃）の際に、実際には何がどのように実施されているのか具体的な詳細を知りたい。 
・「情報セキュリティポリシー」とは何か、って再度整理していただきたかった。 
・詳細に説明していただいたのでよくわかった。 

・標的型攻撃の実際と、送られたメールの判断のポイントが分かった。情報の仕分けの重要性が分かった。 
・組織の中で、一つでも漏れることがあれば、重大な結果をもたらす危険性があるということ、一人一人の職

員の意識の向上が重要であるということ。 
・事例が多く取り上げられていたのが、よかったです。 
・標的型メール攻撃の仕組み。単純であるが被害が大きい。 
・情報セキュリティの重要性を改めて認識しました。 
・近年話題になった脅威。 
・セキュリティの大変さ、むずかしさ。 
・組織として情報セキュリティ体制を整えても、組織内の人間一人一人の情報の扱い方や理解を深めなければ

いけないということがよくわかりました。 
・近年話題になった脅威の具体例。 
・人的ミスが主要な原因 
・ICT 化で利便性は向上するが、あくまで人に依存するもので、セキュリティ対策は個人の意識が大切で、一

人でも欠落しては意味がない。 
・情報セキュリティ全般について、とても簡潔かつポイントをよく整理して学ぶことができました。ありがと

うございました。 
・攻撃者側のソフトウェア画面を初めて見ました。 
・近年話題になった脅威が色々あることを知りました。 
・被害の実態が具体的にわかった。 
・セキュリティを意識した運用を行っているが、すべての利用者の意識を高めなければセキュリティを維持で

きないことを再認識した。他、大変参考になった。 
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３．今後もアカデミック・リンクではセミナーやシンポジウムを企画していきます。そこで、取り上げてほし

いテーマや講師があれば、お書きください。 

 

４．本日のセミナーの内容について等、その他、自由にご意見をお書きください。 

 

 

５．次の（１）、（２）について、該当するものに○をつけてください。 

 （１） a.学外から参加 2名  b.学内からの参加 41名 特に回答なし 8名 

 （２） a.学生 1名  b .教員 17名  c .大学職員(図書館職員を除く) 26名   d.図書館職員 3名   

e. 出版関係 1名 f.その他 0名 特に回答なし 3名 

 

・個人情報の管理について 
・国際教養学部の授業形態を新学部長に。 
・学際的なテーマについて（特に文理融合型）語り合うカフェ（サイエンスカフェ、理学カフェのようなもの） 
・アフトライナーやクラウドサービスなど、分野や進路に限定されない、今の常識となりつつあるサービスに

ついての学生・教員向けのセミナーやワークショップなど 
・学術分野とビッグデータ、どのように利用してどのようにアウトプット向上できるか？ 
・LMS(Moodle)の活用事例等 
・著名な作家に本を読むことの楽しさを解説していただく。（原点に帰っていいような） 

・文・日の学生には1～4全学年の連絡網で（セミナーの件）伝達しましたが、参加したでしょうか。 
・文科省西島専門官のお話は実例をまじえてとても分かりやすく今後に活かしていきたいと思った。 
・部屋の温度を下げてほしい。 
・とても勉強になりました。情報に対する意識をもっと上げていかなければならないと思いました。責任をも

って取り組みたいと思いました。 
・情報を取り扱うことは仕事上避けることができないことである。常に緊張感をもち、細心の注意を払って行

動するよう心掛けていきたい。 
・ありがとうございました。勉強になりました。 
・とても勉強になりました。 
・自分には少し難しい内容でした。 
・情報セキュリティに対する意識が高められ、大変よかったです。 
・西島さんのPPデータは、とてもわかりやすく、早口を気にされていたがよく理解できた。 
・本学のセキュリティ状況について講演・説明していただきたい。 
・情報の脅威がどんなものか理解できた。 
・この話だけを聞くと、インターネットのセキュリティ問題のために、インターネットの利用自体を自粛する

方向の議論になるので、バランスが悪いように思いました。 
・ニュース等でなんとなく知っていることについて改めて専門家の視点から話がきけて理解が深まりよかった

です。 
・どうもありがとうございました。 
・他と違う大学という組織において、セキュリティを担保するのは難しい。 
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６．セミナーを何で知りましたか？ 

    a.Web(アカデミック・リンク・センター)2名 b. Web（図書館）2名 c.Web（千葉大学）3名   

d.図書館内電子掲示 0名 e.ポスター 1名 f.センターからのメール 41名 g. Facebook・Twitter0名

h.その他 0名 

 

千葉大学 アカデミック・リンク・センターでは、セミナーの開催や関連する情報を提供しています。これらの

情報を希望される方は、お名前・ご所属・メールアドレスをご記入ください。（既に登録されている方は引き

続きお届けしますので、空欄で結構です） 

お名前：（                                    ） 
ご所属：（                               ） 
電子メールアドレス： □申込時に申請したもの □それ以外（                  ） 

ご協力ありがとうございました。 
※4名が新規に継続的な情報提供を希望 

 


